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　The 　presenし　study 　was 　designed　t〔｝　invesrigate　the 　relationship 　bet“ een 　、、Dmen
「
s 　identit｝

achievement 　 and 　 faml ｝
『−relations 上tip，　 and 　 to　 discuss　 the　 aspec しs　 Qf　 idel／tity　 integriLy　 fr‘）m 　 1．he

vie “ pc，ints　of 　personal　identi【y　and 　mot ．her　identity　in　chiid −rearlng 　sしage

　Dat ．a　were 　obtained 　on 　the 　basis　of　questiolmaire　distnbllted　to　147　mothers 　uho 　had　ehildren 　of 　3つ

years 　old ．　Subjects　were 　divided　mto 　the　fol】o “ lng 　4　types　based　on 　the　scores 〔｝f　Ego　Identlty　Sca】e

（Ras．　muss ．　en ，1964）and 　M ｛〕Lherl1Qod　G 〔mcep 虻s　Questi｛〕nnaire （Hanaza “ a ，1992）：

　 1 ：The 　IIltegra［ed ； 【1：TILe　Trad 且Uonai ；皿 ：The 且ndependontl 　and 　rV：The 　lmmaturf・cl．

　 The　results 　are 　surnTTlarized 　as 　fon〔1鴨 ：

　 1）　 The 　integrated　 mothers 糟 re 　 satisfied 　 with 　Lhe　famny　life　 more 　than 　th円 mmamred 　rnorhers ．and
recognized 　しo　be　better　lmderstood 　and 　a（

Lcepted

　by　their　husbands　better　than 　the　重raditional

IIlothers ．

　2）　Gonsiderable　differences　were 　cSarifie 〔l　irl　family−relationship 　anlong 　the　4　types 　mentiDned

above 　by　SCT　analysis ．　The　irltegrated　 mothers 　percei 、
『
ed しheir　husb…ulds　 most 　pos．　itively　alld 、、？ re

cummi τted　 mosr 　active ［y　to　t．helr　families．ぐ）n 　the （＞ther 　hand，　the　immatured 　 mothers 　had　the　t．endeney
to　reject 　their　husbands　aIしd　children ，and 　not 　to　make 　active 　eomrnitI τlent 　to　their　famHies．

　1口 ssuggested 　 that　 positive　 relationship 　 With　 husband 　 and 　 active　 comrniLment 　 to　 family “
’ere

insしrulllellta 且f〔｝r　【noLhers 　to　achiei
’
e　 niatured 　identiしy，　i．e．，　Lu　integrate　pers   nal 　identity　at　nd 　moLher

idenrity．

　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　 （Re〔
’eived 　July　17，1995 ）

Keywords ： int．egraion 　of　identity　ア イデ ン テ t テ ィ の 統合，　 mother 　identit｝
’

family−relationship 　家 族関係，　 child −rearing 　stage 　育児期．

母 親 ア イデ ン テ ィ テ ’ ，

　 1．緒　 　言

　今 凵，成 人女性 の ラ イ フ コ
ー

ス は多様化 し，ポ ス ト

子育て期の 空 の 巣症候群な どを は じめ と して，成人期

に お い て も女性特有 の 発達的特徴や危機が 存在する こ

とが 認識 さ れ る よ う に な っ て い る．こ れ まで ア イデ ン

テ ィ テ ィの 発達 は，個 の 発達 と して と ら え ら れる こ と

が 多く，家 族に 関す る 問題 は 単な る背景要囚の ．一・つ と

見 な され る傾向 に あ っ た、しか しなが ら，ア イデ ン テ

イ テ ィ は ，個 の 確立 に よ っ て 発達，深化 して い く側 面

と同時 に，他者 と の 関係 性 に よ っ て 成熟 して い く側面

も存在す る ．特 に成入期 に お い て は，入 は さまざまな

社 会的役割や 家庭的役割 を担 い ，複数の ア イ デ ン テ ィ

テ ィ を有す る ．多くの 成人男性 は ，職業人 と して の ア

イデ ン テ ィ テ ィ を太い 幹と した ラ イフ コ ース を歩む の

に 対 して t 女性は職 業，家庭，個とい うさまざまな ア

イデ ン テ ィ テ ィ を自己 の 内部 で 統 合 しつ つ ，成 人期を
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牛 き る こ とが 求 め ら れ る ．

　 1．evinson ］

，Sheehy ：
．
，　 V

’
aillant

“

な ど の 成人発達研

究 に よ る と．一
そ の 多くは 男性 を対 象に した実 証 的研究

で あ るが
一3〔1歳か ら30 代

」
トば頃 まで の 時期は 「一

家

を溝 え る時 期」（　L（
’
vinson 　i　

］．
，「根付 きと自己拡 大の

時期」（She〔
・hy） な t

“
，比 較的安定 した時期で ある と

され て い る ．しか し なが ら，多 くの 攵性の 場 合は ，20

代後
」
トか ら 30 代

幽
トば まで は 出 産

・
育 児期 に あた り，

　
・
つ の ア イ デ ン テ f テ f 葛藤 の 時期 に あた る と考え ら

れ る．す なわ ち，後述す る よ うに こ の 時期 は ，結婚 ・

出産 まで に 形成 して きた個 と して の ア イデ ン テ ィ テ ィ

と，新た に 母親に な る こ とに よ っ て 獲得さ れ る べ き lt

親 ア イデ ン テ でテ iが，   ば しば葛藤を引 き起こ す こ

とが 指摘 さ れ て い る ，個 と して の ア イデ ン テ で テ ィ が ，

乳幼 児期か ら の 重要な他 者へ の 数 々 の 同
一
化の t体的

逮i択 と 統 合の 結 果 と して 獲得さ れ る の に 対 して ，母親

ア イ デ ン テ ！ テ ィ は ，母親役割 の 反映 と して 獲 得され

る ア イ デ ン テ f テ f ．
：refle 〔

・te｛t　idenlity）で あ る ．こ

の 両 者を自 LLの 中 で どの よ う に 両 立．調 和 させ ，統 合

し て い くか は ．現代 女性 に と っ て は必 ず しも容易なプ

ロ セ ス で は ない ．

　 た とえ ば，た ll向
』
は，昭和初期，昭和 20 − 25 年，

昭和 45 年舸後の
tt

つ の 時期 に ∫
・育 て を し た 女性 の 育

児の 意義 や 育児 に 対す る 意識 に 関す る 世代間比較を行

い ，現代 女性 は，自己の
’i’きが い は 母親で ある こ と と

は 別 の もの と 考え る 傾向 に あ る こ と を見出 して い る．

また岡本　は ，多様に 分化 し て い く成 人女性 の ラ イ フ

コ
ー

ス を 1 本の 木 に Y．］　．・ICIて ，どの ラ イ フ コ
ー

ス を歩 ん

だ に せ よ
， そ の 途 ヒで ア イデ ン テ ィ テ ィ の 危機に遭遇

す る こ とを指摘 して い る．そ して ，出 産・育児期 は
，

職 業をもつ ，もた な い にかか わらず，個 として の ア イ

デ ン テ で テ で と 母親 と Lて の ア でデ ン テ ノ テ ィ の 葛藤

が 顕 在化 す る時期で あ る と述べ て い る ．少 F化が 進む

irlI
で あ’

・ て も，多くの 女性 が ゴ
・育て を体験 しつ つ 成

ノ、 期を生 きる こ と に は か わ りない ，そ し て 母 親 と して

の あ り方は．成 人 女性 の もつ 複数の ア イ デ ン テ でテ ィ

の 中で も璽要 な意味 を もち． ア イデ ン テ ィ テ ィの 発達

に も深 く関連 して い る と思 われる．

　
一
力
’
，牧野

／／．
は，育児期の 女性 を対 象に ，育児不安

と 杜会的な 人間関係 や 夫婦関係 の 関連性 を分析 し，育

児 不安 の 程度 は 母親 の 社 会的関係 の 広さ や 夫との 関係

に 規定 さ れ て い る こ と を 見出 し て い る ．こ の 研 究 も示

唆 し て い る よ う に ，母 親で あ る自己 の 安 定は．単に 母

親個 人 の 問 題 で はな く．女性 を と り ま く家族 や 杜 会の

問題 と して と ら える必 妾があ ろ う，

　 そ こ で 本研究 で は，育児期の 女性 の ア イ デ ン テ ィ テ

ィ 様態を，  個 と して の ア イデ ン テ ィ テ ィ の 達成，
．
  母性 意識 の 確 ウ：，つ まり母親で ある こ と ・母親役割

の 反映 と して 獲得され る 母親ア イデ ン テ t テ ィの 達 成

とい う　：つ の 次 元か らとらえ，

　 11 育児期 の 女性の ア イ デ ン テ で テ で 様態の 状態像

に つ い て 検討 す る，

　．2 ； 育児期 の 女性 に お け る L記 の ：つ の ア イ デ ン テ

ィ テ ィ の 統 合の あ り方と家 族関係 に 見 ら れ る特徴 の 関

連性に つ い て 考察する，

以 k の 2 点を 目的と し た．

　周 知1の よ う に
1

ア イ デ ン テ ・ テ で 達成」 とは，

Erikson
．

に よ っ て 占
：

年期の 心理 ・杜会的課題 として提

唱 され た概念 で あ り，ア イ デ ン テ で テ で 形成 が う ま く

進行 し，ア イ デ ン テ ィ テ ィ が 確 ウ：さ れ た 状態 を示 して

い る．「ア イ デ ン テ で テ で達 成 亅の 対 極の 状 態を示す

の が ，「ア でデ ン テ ィ テ で拡散亅状態で ある ．本研究

で 用 い て い る 「ア イデ ン テ ィ テ ィ葛藤」 の 概念は，

「ア イ デ ン テ ィ テ ィ 拡 散」状 態で はな く，育年期，成

人期 に獲得さ れ た複数 の ア イデ ン テ ィテ ィ が ， fl：い に

葛藤 を引 き起 こ して い る 状態 を示す．また，「ア イデ

ン テ ず テ で統 合 」と は ，こ れ ら の 複数の ア イ デ ン テ f

テ ィ が個人 の 中 で 調和 し，統合さ れ て い る こ と を意味

す る．

　 2．方 　 　法

　ω 　調査対象者

　Hrb
’
内 の A 幼稚園児の 母親 147名，

驢1燦 J年齢 33，2

歳，対象者の 83．e％ が 核家族，76．6％が 尊 業 i三婦で

あ っ た ．

　（LD　r一続 き

　以 ドの 内容か ら な る 質問 紙調査を行 っ た．

　
厂
11Rasmussen

’
の Ego　 Identity　 Scale を翻訳，標準

化 した 61 項 目か ら な る ア イ デ ン テ ィ テ ィ 1ミ度，1の 花

沢
q

α）け性理 念質問紙 27項 目，131家庭 生活，夫 との

関係．丿くの 育児 ・家笋へ の 協力な ど に 関する 5ポ イン

ト ・ス ケール の 質問 4項目，お よび 自分の 人生，生き

が い ， ∫・育て ，夫 と の 関 係 な ど に 関す る 文章完成法

｛S（．】T＞6項 11．調 査は留め 讚 き法に よ り 1994年 9 −

IO 月 に 行 っ た．

28 ［850）
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育児期 に おけ る 女性 の ア イ デ ン テ ィ テ f 様態 と家族関係 に 関 す る研 究

　3．結果 お よ び考察

　（1） ア イデ ン テ ィテ ィ様 態 の 定義 と分類

　本研究で は ，育児期 の 女 性 の ア イデ ン テ ィ テ ィ 様態

を，（1．
．
：個 と して の ア イ デ ン テ で テ ィ の 達成度 と，顔

母性意識 の 高さ の 2 次元で とらえた，

　Rasrnussenの ア イ デ ン テ ィ テ ィ尺 度は，　 EriksonT

ジ）精神分柝的個体づ邑達分 化の 図式 Epigenetic　Scheme

に 示 され た第 1 一第 V［段階 の 心理
・杜会的課題 の 達成

度 に よ っ て ， 1次 元的 に ア イ デ ン テ で テ ギ達成の 程度

を測定 しよ う と し た もの で あ る．こ の 1 次元 的 な測定

法 に 対 し て は ，Marcial．．ら の 批 判 も見 ら れ る が，

Rasmllssen の ア イ デ ン テ ィ テ ィ 尺度 は，今 日 に お い

て もなお，米国 や わ が国 に お い て広 く用い られ て い る

ア イデ ン テ ィ テ ィ 測定法の
・
つ で あ り （鑪 ら

．．．t／．
）1　7 意

識レ ベ 1レで の 個 と し て の ア イ デ ン
．
テ ィテ ィ達成度 を測

定す る 尺度 と して は 妥当で あ る と考え ら れ る．

　
・
方，花沢 の 母性理 念質問紙は，伝統 的 な母親役割

を肖
．
定 す る 内容 の 項 目 似 ド．肯定項 目と記す ） と，

伝統的 な母親役割 を 否定 す る 内容 の 項 目 ［以 ド，否定

項 目 と記す ｝ か ら な る．母性 理 念 とは ，花沢
．
’

に よ れ

ば，「母親で あ る こ と の 自覚 に も と つ く妊娠 ・分娩 ・

育児 へ の 態度や価値観」と定義 され て い る．今llまで ，

［母性」あ る い は 「母性意識」 とい う言 襲は 明 確 に定

義さ れ な い まま，冂 常的 に 広 く用 い ら れ て い る が ． ヒ

記 の 花沢 の 定義 は ，女 性 の 中 の 1母 親 と して の 自己意

識」を表現 して い る もの と考え ら れ る ．・ド研究に お い

て は，花沢 の こ の 母性理念 の 定義 に もと つ い て 母性意

識 を と ら え，母性 理念質問紙 を用 い て 母性 意識 を i員ll定

す る こ と と した ．

　参研究で は ，こ の 個 として の ア イデ ン テ ィ テ ィ と母

親 と し て の ア イデ ン テ ィテ ィが ，個 々 人の 中で どの よ

う に 統 合，あ る い は葛藤 し て い る か とい う視点 か ら，

育児期 の 女性 の ア イデ ン テ ィ テ ィ 様態 に つ い て ，表 1

の よ うな 4 タ イプを想定 した．こ れ ら の タ イプ は ，そ

表 1．ア イデ ン テ で テ ィ 様態 の 4 タ イプ の定義

タ イ プ

個 と して の

ア イ デ ン テ ィ

テ ィ 達成度

母
・
性意識

　 　　 　 人数
の 高 さ

1　統 合型

n　　　f云統 白勺i：ナ親 援里

皿　　　狙い：’：白E）君土親 居哩

N 　表熟 型

高

低

高

低

高
，「

匡

氏

低

【
’

［
，

0
［
D

4333

れ それ 1統 合型． ll伝統的母親型，皿独 11，1的母親型．

N ・k熟型と命名 した．

　 こ れ ら の 1 − N タ イ ブ は，理論的 に は質的 に 異な る

次 の よ うな特徴を もつ と考
’
え ら れ る ， 1統 合 型 は ，個

と して の ア イデ ン テ ィ テ ィが よ く達成 され て い る，し

か も母性意識 も高い こ とか ら，母親役割 を反映 した 母

親として の ア イデ ン テ ィ テ ィ もよ く達成 され て い る ダ

イブ で あ る． こ の タ イ プ の 人 々 は ，個 と し て の ア イデ

ン テ ィ テ ィ の 達成 の llに 母親 ア イ デ ン テ ィ テ で も よ く

確 ・：’二さ れ て お り．両 者を うま く両 1：’：させ て い る タ イ プ

で ある と推察 され る．

　 R 伝統的母親 型は，個 と して の ア イ デ ン テ ィ テ ィ の

達成度 は低 い ．しか し．母性意識は 高 い こ とか ら，母

親役割 を反映 した母親ア イデ ン テ ィ テ で は よ く達 成 さ

れ て い る ．こ の タ イプ の 人々 は ，母親 と して の ア イ デ

ン テ ィ テ ィ が ，自己 の ア イ デ ン テ ィテ ィ の 中心 を占め

て い る た め ．個 と し て の ア イデ ン テ ィ テ ィ と 母 親 ア イ

デ ン テ で テ ィ の 間の 葛藤は 少 ない ヒ考え られる．それ

に 対 し て ，田 独 N：rl的母 親型は ，個 と し て の ア イデ ン テ

ィ テ ィ の 達成度は高 い が，母性 意識は低 い ．こ の ダ イ

ブ の 入 々 の ア イデ ン テ ィ テ ィ の 中心は，個 と して の ア

イデ ン テ ィ テ ！ で ある ，彼 女ら は，物理 的 に は 母親で

ある が ，母親として の 意識が乏 しく，母親 ア イデ ン テ

f テ ィの 確 ・ン1が 不 1’分な 人々 で あ る ，こ の タ イ プ の 人 々

は ，4 タ イ ブの 中で ，個と して の ア イデ ン テ ィ テ ィ と

母親 ア イデ ン テ で テ で の 間 に イ
・盾や 葛藤 を感 じ る こ と

が 最も多い と考え られる．

　 N 未熟型 は，ア イデ ン テ ィ テ ィ達成度，母性 意識 と

も に 低 く，個 ヒ して の ア イ デ ン テ ィ テ で と 1：±親 ア イ デ

ン テ でテ ィ の 両方とも確 h／が不 t一分 な 9 イ ブで あ る ，

こ の タ イブ も，両者 の 間 の 葛藤を体験す る こ とが 多い

と考え ら れ る．し か し，個 として の ア イデ ン テ で テ f

を尺切 に した い が た め に ．母親役割の 遂行や 母性 意 ，li幾

が 不 1’分に な りが ちな皿型 と異な っ て ，W 型の 葛藤体

験 は ．発達 的 に 未熟で あ る が ゆ え の もの で あ る と推察

され る．

　 個 ヒ し て の ア イ デ ン テ ィ テ ィ 達 成 度 は ，

RaSinussen の ア イ デ ン テ ィ テ ィ 尺 度 得点 の 平均 1［1｛

36．56 を基準 に ．37 点以 ヒを 「Ei」，36点 以 ドを 「低」

と見な した ，母性意識 の 高 さは ，花沢 の 母性理 念質ll；1

紙 の 得点の 平均値 93．85 を基準に ，94 点 以 Lを 「高 1，

93 点以 ドを 「低」 と 見 な し た ，各 タ イ ブ の ア イ デ ン

テ ィ テ ィ得点は表 2 に ， 母性理 念得点は 表 3 に 示 し た ，

　以 卜
’
に ．各 ク でプ に 見 られ る母性 意識，家庭 生 活や
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表 2．タ イ プ別 の ア イデ ン テ ィ テ ィ得点

各ス テ
ージ 別得点

ダ イ ブ　〔入 数〕 IH 皿 IVVVI
総 f与』点　　　　　有．意差

　 　 　 　 検 定
しID：1

寧
　（10：

．ゆ
　；8 〕

掌
　rlll牟

　〔11｝
・

　〔11｝
ゆ

　〔61丿
ゆ

1　 総 合 型
　 　 　 M
（47 ）
　 　 　SD8

．19　　4．93　　7．e〔｝　8．02　　9．46　　6．34　　43．95
1．2：3　1．75　 1．47　 L85 　 1．25　 1．62　　4．53

H 　伝統 的 母 親型
　 　 　 h！　　6．〔10　3，17　4，77　 5．20　6．54
〔35　11
　 　 　SD 　　l．83　　1．84　 1．47　 2，02　　1．793

．88　　29、57

1．42　　4．86

「

拿拿吻

」

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 tsI　　 7．86　　5．26
m　 独 、1尺rlり母 親型 　 〔30｝
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 SD 　　　l．52　　1．82

B
’

表熟型

●　“　曜　　　 ゆ　ホ　●

　 　 　 八1　　 5．54　　3．34
（35 ｝

　 　 　sD　　2，〔｝6　　1．97

6．63　　8．23　　8．86　　5．76　　42．63

1．3〔レ　 1．97　　1．33 　　1．47　　4．02
．　一　　　．．一一一　．一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　喀　喀
4．14　4，S5　6．65　 3．85　 28．40

1、35　　2．〔〕7　　1．56　　正．58　　5．49

Tota］
　 　 　 M 　　　6．97　4．20
q47 ト

　 　 　 SD　　2，U3　 2．〔｝55

．7！　　6．64　　7．9S　　5．05　　36．56

1．86　　2，5r｝　　1．99　　1．91　　8．67

“
項 目 数．・桝

ρく 0，｛｝01．

表 3．タ イプ 別 の 母性理 念得点

タ イプ 人 数 　　　得点 有意差検定

1　 総合型
　 　 M 　 　 10L｝、63
47
　 　 SD 　 　 6．89
　 　 　 　 　 　 　 　 　 寧寧蓼　 　　 　 寧奪‡

［I　　ff；統 白勺i：」，辛見　　　　　　　　M 　　　lOl，59
　 　 　 　 　 　 　 35
　 型 　 　 　　 　 　　 　　SD 　 　 7，21

皿 独 1

’
1
．
的母親 　 　 M

　 　 　 　 　 　 　 3U
　 型　 　　 　　 　　 SD

Iv　未熟型

T 〔エ↑al

　 　 　 M35

　 　 SD

　 　 　 MI
・17

　 　 SD

8、．，3
…＿ E…

　　　　　　　奪　穿眇
丁．ti6　 i　 i旨

82，31　 ⊥
9，z293

．8512

，20

牌・Pぐ 0．0〔〕1．

家 族関 係 の 特徴 を分析 し．最 後 に SCT の 反応 内容 を

総 合 して
， 育児期 に お け る 攵性 の ア イデ ン テ ィ テ ィ 統

合 の あ り方に つ い て 考察 L た．

　〔2 〕　母性意識 の 特徴

　母性意識 は ．母性 理念質問紙 に 対 す る反応 を もとに

検 討 した．母性理 念 質問紙 は，肯定項 目 U8 項目 ）

に 対 して は そ れ ぞ れ ，「非常 に そ う思 う」 5点
一「全 く

思 わ な い 」 1点 ，否定項 目 il　9 項 巨 ） に 対 して は 1非
常 に そ う思 う11 点〜「全 く思 わ な い 亅 5点 を与 えた．

したが っ て 得点が高い ほ ど，母性理 念が よ く形成 され

て い る こ とを示す．表 4 お よび図 1 は各 々 の 肯定項目

の 得点を，また表 5お よび図 2 は否定項目 の 得点 を示

した もの で ある，

　 母性理念得点 は，す べ て の 項 目 に お い て 1統 合型 と

Hf云糸充的母 親型は ，　m 独．立二的母 親型 と 氏
’
未熟型 よ りも

高得点を示 した ．こ の 結 果 は ，表 1の 定義 か ら見 て 妥

当なもの で あ る．

　 また 各々 の 項目 の得点 を検討す る と， 4 タ イプ 共 通

の 特徴 として ，次 の ような点が 見出さ れ た ．全体的 に

肯定項 目の うち，「予供 を産ん で 育て る の は社会に 姆

す る 女の 務め で あ る 」 （No．10），「育 児 は 女 に 向い て

い る 仕事 で あ る か ら す る の が 自然 で あ る 」 （No ．13），
「J： 供 を産 ん で 育 て なければ 女に 生 まれた 甲斐が な い 」

〔No ．16
’
］　，

宀
育児に 専念 し た い と い う の が 女 の 本音 で

あ る 巨 No，261 や，否定項 目 の うち 「育 児 は 妻だ け

で な く夫 もす る べ きで あ る」（No ．18） に 対 し て は 特

に 得点が 低 く，全対 象者 の 平均 値は，3．0（1 未満 の 値

を示 した，こ れ ら の 結果 は
， 従 来の 母性理 念，す な わ

ち 女性 で あ る こ とは即，よ い 母親で ある べ きで あ る と

い う考え 方を否定する 傾向や，育 児 は 女性 だけ が す る

もの で は な い とい う現代女性 の 意 識を明確 に表 して い

る． こ の ような現代女性 の 母性意識の 特徴が 4 タ イ プ

に 共通 に 反 映 さ れ て い る こ と は 注 ilすべ きで あ ろ う．

　C3） 各タ イブ に 見られ る家庭生活へ の満足感 ・夫婦

　　　関係 の 関連性

　次 に 各ダ イブの 家庭生活や 夫婦関係の 特徴を検討 し

た． 2． に お い て 記 した よ う に ，本研 究 の 対象者 の

83．0％ が核家族，76．6％ が 専業主婦 で あ り， 1〜N の

30 C8　r，　2｝
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点得

5

4

3

2

1
　 　 ］　2　4　5　7　8　1〔〕11 ］31416 　17192022232526 項 目

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 番 号

　　　　 図 1．母性 理 念得点 ・：f
’
j
’
定項 1，V

〈 肯定項 凵 〉 ・工 妊娠 は 女に と っ て す ば ら L い 出 来事で あ

る．・
［　Lt　］ 赤 ち ゃ ん を 産 む こ とが で きる の は 女の 特・権で ある．

：，t）赤 ら や ん を産ん で は じめ て 1
’・
供の か わ い きが わ か る ．

1引 赤 ち ゃ ん を 無 餐産 む た め な ら ビん な 呂
：

  み もが まん で

きる．（7） IKは tt供 を 産 む こ とで 自 分 が 生 きた 証 拠 を残 す

．二 とが で ．きる，　 8：1 と
．
ん な こ とを して も赤 ちゃ ん は 母乳 で

．

育 て る べ きで あ る，Il 〔｝： f・供 を産ん で 育 て る の は 社 会に

対 す る 女の 務め で あ る．〔11］ 女は 1  供 を もつ こ とで 入 生

の f［［li値 を 1：Mる こ と が で き る．113 ： 育 児 は 女 に 向い て い る

仕
1
］Lで あ る か ら す る の が ドi然 で あ る．1；14　．） ゴ

・
供 を 産 ん て

育 て る ．こ ヒは 自分自身 の 成長に
〆．丿 な が る．116 　 ゴ

・供 を 産

ん で 育て な け れ ば 女 に 生 ま れ た 甲 斐 が な い ．ユ7　∫
・
供 が

い る こ とで 家庭生活 は よ ・1 楽 し くなる ．rlgl わ が ∫
・の 成

長を 見 と ど ：ナる た め に 長 生 きを しな け れ ば な ら な い ．〔ビ切

母 親 が わ が r・を 白分 の
・
部；だ と感 じ る の は

噛1i
然 で あ る ．

22 ：1わ が ゴ
・
の ため な ら 自分 を犠牲 に す る こ とが で き る．

〔23：1 ゴ
．
供を育 て る の は 生 み の 母が 最 良で あ る．

．
251 わ が

t
’・の 存 在 を 感

’
二る だ け で 毎 B の 生 活 に 張 り カ 

L
｝
1
「る．‘26 亅

育 児 に 専 念 L た い とい うの が 女の 本 ご至で あ る ．

タ イプ 問 に は，家 族形態，奏の 有職率や 有職 者の 勤務

形態 に は ノくきな相違 は 見 ら れ なか っ た．家庭生活の 満

ILT感，たの jttへ の 理 解の程度，夫の 家 事 ・育児 へ の 協

JJの手1渡 お よびそ れへ の 満足感に関す る項 目は ，それ

ぞれ 5 ポ イン トス ケ t一
ル で 評定させ た ，そ れ ぞ れ の タ

イフ の 得点は，表 6 に 示 した．分散分 析 の 結 果，家庭

生活 の 満足感は． 1統合堅が W 未熟型 よ りも，たの ．妻

へ の 理 解 の 程度 は， 1統 含型 が H 伝統 的母親型 よ ｝） も

有 意 に 高 い 得 点 を 示 した （F 〔3，1．13〕＝3．5｛〕．p＜

1）、05 ；F ［3，143｝＝3．77
， p 〈 〔L 〔｝5 ト． し か し，夫 の 家

1；　一育児へ の 協力の 程度お よびそれ へ の 満 足感には 有

意差は 見ら れ なか っ た ．

　 こ れ ら の 結 果 は ， 1統 含型は 他の タ イプ に比べ て 家

庭 生 活 へ の 満足 感が 高 い こ とや ，たか ら の 理 解 の 程度

点得

5

’t

：
　

　

　
1
　 　 3　 　 6　 　 9　 　1215 　 18　 21　 24 　 27 項 目

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
．
番号

　　　　 図 2，母性理 念得点 〔否定ユ／｛E．P

〈 否定 項 目 〉 （31i妊 娠   た 自分 の 姿 は 想像す る だ けで み L

め で ある ，；61 女だ け が 妊娠や お 産の
．
呂

二

労 を す る の は イく公

鹽rで あ る。（9．　 ］ 郵ヒL て い な い 妊 娠 ヴ）場 合は ，人 L中 絶 も

や む を得 な い ，．12．結婚生活 を 楽 し む た め に は， f’“tを

つ く ら ない ほ う が よ い ． 115 ：1 わ が f・を他 人 に あ ず け て も，

自分 の 仕事を続 ける べ きで あ る ．11　1S） 育児 は 妻だ け で な

く夫 も分担 す べ き で あ る．．12i1 育児 に 追 わ れ て い と，若

さ が 早 く失わ れ る ．〔24｝ 育児 か ら 解放 され る と き に 八 間

ら しい 自 由 な 生 活 が で きる ．．271 母 親 が ゴ
・供 の ｝芝比長 を 生

きが い に す る の は ま ちが ・j て い る，

も高 い と 認知 し て い る こ と を示唆 して い る，す な わ ち，

家事 ・育児に 吋す る夫の 実際 の 協 力 とい う 次 ノ亡で は な

く，よ り人格的な次元 に お い て kか ら 理解 され て い る

と認識で ．きる こ とが，育児期の 女性 を支え る もの で あ

る と推察 され る ．夫が妻 の 生 き方を理解 し，心 理 的 に

支え て い くこ と が ．育児期 の 女性 に と っ て 個 と して の

自分 と母親と して の 自分 の 両者 を受容 し，ア f デ ン テ

ィ テ ィ を 統 合 さ せ て い く こ ヒに つ な が る と考
．
え ら れ る ，

　（4） SCT の 反応内容 に 歩とら れ た 各 タ イ プ の 特 徴

　最後 に ，文章完成法 SCT の 反応内容 を総 合 して ，

各タ イプ の 特徴 を分析 した．SCT 　 6項 目 に 対
．
す る反

応内容は，それぞれ，表 7 に 示 した よ うな視点 ・基準

に 従 っ て 分析
・検討 した．表 7 の 右欄に，各 タ イブ に

該
L【iす る 反応数 1：人数 〕 の 割合 （％ ：1 を示 し た ，表 8

は．各 ダ イブ の SCT 各項 1」に 対 す る 反応 内容 の 特 徴

を まとめ た もの で あ る．表 7 お よび表 8 に 示 した よう

1．こ SCT 　a）反｝右1勺彳ドは ，　各ク イ フ涯こ よ つ て 著
：

し い 村lj壟

が 見ら れた．

　 1統 合型 は ．自分 の 人生 と育児の 両 者を意義あ る も

の として 肖
．
定的 に受け と め

， L体的，積極的に 関 与．し

て い る こ とが特・徴的で あ っ た．さ ら に 自分 の 人生 と 育

：S531 31
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表 ．4．　タ　イ　7
’
Xl亅σつ1サ寸唖三f月1念丁：・iti，　〔肖

’
つi三亅

’
9／：｝ll

タ fプ

1統合型

．〜
「

　 1　 　 2

4，76　4，53

〔｝．55　0．73

　4

4．590

．674

．601

〕．80

PO 「
’ 8　 　 1〔〕 11　 1314 　 　16　 　 1719 　 2〔1　 22

　　　　M47

　　　 SD

4，61　3．36　3．38　2，9．5　3，61　3，48　4，70

0．52　1，31　1，02　1，07　L 〔）6　0．96　〔ユ．54

4，45　3．54　3．65　3．14　3，82　3，22

〔），73　　1．ZO　　U．82　　ユ　，2L｝　〔｝，8・．；　0．67

　　　　2．78

　　　　1．07

4，51　3．05
【
’
F．6〔〕　1．　16

4．72　4．42　3，4Z　4．14
11）．44　0．67　0，98　0．79

　

　

7r3

3

　

ワ凵
【．
’

つ」　

．
40

25　 26

4．44　3．31

0．61　0，74

Hf云辛充白勺

　母親型

　　　　M35

　　　 SD4

．85　4．65

1〕，・12　0、71

4．6〔，　4．60　3，77　4．11　4．17　4，34　3．45
C〕．呂3　0．59　0，98　0．74　｛〕．99　0．62　〔｝、8〔）

皿 独 t，・：的

　 母 親 型

　　　　MiS
｛）

　　　 ．9D4
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表 6．各タ イ プ 別 に 見た 家庭生 活，夫 の 理 解，家事 ・育児に 対
．
す る

　　 協力 へ の 満足感

項 目

タ イ プ 　 人 数

1 総 合 型 　 47

家庭 生 活　 夫の 妾へ の

の 満 足 感　理解の 程度

夫の家事 ・

育児 の 協力

度

ftの 家事 ・育

児の 協力に 対

す る満足感

M 　 　 4．32
SD 　　 ‘），70

4．〔〕80
．S5

3，801

．11

3．761

、07

Hf云統白勺　　　35　　M 　　　　3，85

　正孝親 理1　　　　　SD 　　　O，77

3．・150

．78

3．401

．11

3．34i

．　05

m 独 立 的 　 30　M 　 　 3，93

　母親型 　　 　 sD 　 l，o・1

3、73
｛〕．98

3，66L37 3．66L32

N 未熟型　 35M 　 　 3．74

SD 　 　 l、Ol

3．571

．03

3，851

．16

3．341

．23

T り 書alL47 　　NI　　　3．99

　 　 sD　　　O，89

3．74e

．93

3．691

．18

3，541

，16

有意差

検定
11．，S “

／．　　 b ．
Y、1レ HS n ．s

・P く O，05．

表 7，SCT 反応内容の 分類 の 視点 ・基準

1単位 ：％ ，

丁

目

訂

項
分類の 視点、・基凖 反 応例

　 I　 　 　 H 　 　 　 田　 　 　 F

総合型　伝統的　 独 立 的 　 未 熟 型

　　　 母 親型 　 母 親 型

厂、
〕
　

　丶　齟

葢
σ

ノ

硅

Hlghes↑ 【evel

　 ノ、 生を肯定的，積極的

　に と ら え，家族との 生

　活 に ・替福感，充 足 感 を

　体験 L．て い る ．

1．owest 　1ρvel

　 人 生 を否定 的，悲 観 的

　 に と ら え て い る．ま た

　 は 人生 に 対 す る漠然感

　が 特徴的 で あ る．

H 　 ・夫 と と もに 歩 み な が ら，

　　　自分自身 も成 長 して い

　　　くこ と，

　　 ・梅 い の ない よ うに 頑弓長

　 　 　 りたい ．

66．0　　　48．6　　　40．0　　　28．6

M 　　 こ ん な もの か な と思 う．

　　 ・子 育て だ け で 終 わ りた

　 　 　 くない ．

　 　 　私 の もの ．

29．8 　　 42、9 　　 43．3 　　 4L）．9

1、　 　 こ ん な は ず で は な か っ 　 4、2

　 　 　 た．

　 　 ・ど こ で ま ちが っ た か，

　　 ・こ の 先，ビ うな る の だ

　 　 　 ろ う．

8．516 ．7　　　28．5
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　　　　 表 7，1つ づ き）

私
の

生

き

が

い

H ｝911est　level

　 生 きが い 感 を も っ て い

　 る こ とが ．明 確 に 表現

　 され て い る．生 きが い

　 に つ い て の 具体的な記

　述が ある ．

Lowest　level

　 生 きが い が な い ，また

　1ま’ii，きカtい ：こ
’
つい て 考

　えた こ と もない ．

H 　　家族 の 幸せ で あ り，仕

　 　　事の 充実で あ る．

　 　 私 を必 要 とす る 人の た

　 　 め に 頑張 る こ と．

76．6　　　54，3　　　46，7　　　31，4

M 　 　 こ れ か ら 見つ け た い ．　 　 23，4　 　2S．6　 　26．7　 　31，4

　　　j
”

供 で もあ るが ，別 の

　 　 こ と も した い ，

L 　　 まだ見つ か っ て い ない ．

　 　
・
何 だ ろ う．

　　 考え た こ とが な い ．

‘）．〔｝　　　 17．1　　　26．6　　　37．2

　 　　 Highestlevel　 H

　 　　 　 育児 に 対 す る積 極 的 な

　　　　姿勢が 見 られ，育児 を

　 　　 　 白分 自 身の 成長 と関 連

1巽　 させ て と ら え て い る・

を 私
　 　 　 Lowest　leyel　 　 　 　 　 　 　 M
育 に

て と

る ；
）

FL
こ

は

育 児 に 対 す る 否定 的，

消極的な姿勢が特・徴的

で あ る，育児を義 務 と

L て とら えて い る．

・ノ丶 生 の 課題 で あ り，喜

び で もあ る．
・人 生最大の 仕事で あ り．

私 を 大 人 に 成 長 させ て

くれ る ．

8（〕．9　　　6S．6　　　16．7　　　31．4

あ た り まえ の こ とで あ

る．

楽 L さ 3 害1」，　、1或斈果7害1」

で あ る．

17．〔〕　　　 28．6　　　 30．〔，　　　31．4

L　　 か な り k変な 仕 事で あ

　 　 る．

　　
ti

え ；
）tLた試 練で あ る ，

　　 ・義務で あ る ．

2．1　　　　2．8　　　23．3　　　37．2

f
供

か
い

な
か
っ

た

ら

Highest　level

　子育て に 情緒的 に 積極

　的関 与 し，自分自身 も

　成長 した とい う親 f・の

　相 ig1交流 を示 す 記 述 内

　容，

Lowes ［levpl

　 jf’供 の 存在 か ら 令 く分

　離 L た tt供 とは 無関係

　の 生活 の 記述 内容，

H

M

私 の 人 生 は 今 よ り淋 し

い もの に なって い ただ

ろ う．
・人の 気 持 ち や 痛 み の わ

か ら な い 小 さな 人 間 に

な っ て い た だ ろ う．

体型 も くず れ ず r一の 指

．も兇 し い ま まで あ ・っ た

だ ろ う．
・淋 Lか っ た か も Lれ な

い が ，気楽 で よ か っ た

か も しれ な い ．

55．3　　　68，6　　　36，7　　　48．6

17，｛1　　　 14．3　　　　23．3　　　　14，3

L 　　 別 の 楽
1，み を も っ て い

　 　 る ．

　　 　も う少 しR 由に 行動で

　　 　きた ．

　　 ．仕事を充実 させ て い た

　　 だろ う．

27．7　　　17．1　　　4r）、0　　　37．1
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表 7，　〔っ づ き
’
）

私

が

母

で

あ
る

と

い

う

こ

と

Highest　level

　母親 と し て の 自分 を積

　極的 に 受容 し，親 と し

　 て の 役割 を．一生 懸命果

　 た そ うとす る姿勢が 見

　 られ る．

H 　 ・
子
・供 た ち は 気に い ら な

　 　 い か も しれ な い が，
…

　 　 生 懸命や っ て い る．

　 　
・
！供 た ち の 最 強 の 友 人

　 　 に な りた い ．

53、2　　　45、7　　　36．7　　　28．6

Lo跚 st　leve且

　母親 と して の 自分 を受

　容 で きて い な い ．母 親

　役割 に 対す る否 定 的．

　消極的 な姿勢が 特 徴 的

　 で あ る．

M 　　私 の 責務 で ある．

　 　 ・女に 生 まれ たの だか ら，

　　 当然で あ る．

　 　 ・事実で あ る．

34．0　　　　28．6　　　　30．0　　　　31．4

L 　 　未 だ に 信 じ ら れ な い ．

　 　 ほ と ん ど罪 で あ る，

　 　 ・何 か の ま ちが い で は な

　 　 い か．

　 　
・
自分自身 た よ りな い ．

12．8　　　 25．7　　　 33．3　　　40．0

私
に

と
っ

て

夬
は

Highest．　level

　夫 を信頼 し，夫婦と し

　 て の 相 互交流が 見られ

　 る 記述内容．

H 　 ・
何 で も話 し合・

っ て 共 に

　 　 生 きて い く相手で あ る．

　　・心 の 支 え で あ り，最 愛

　 　 の 人．

　 　
・人 生 の 最良の パ ートナ

　 　 ー
で あ る．

80．9　　　62．9　　　53，3　　　43．0

Lo“
’est 　lcナ1・el

　夫 を拒否，また は 夫 と

　理解 しあ え て い な い こ

　と を 示唆 す る 記 述 内　L

　容．

M 　 ・必要で あ る ．

　 　 ・f・供 の 父 親．

　 　 ・空 気 の よ うな もの ．

19．1　　　 31，4　　　26．7　　　34．3

・他人で あ る ．
・
暴君で あ る．

・あくまで r一供の 父親 に

す ぎ な い ．

0，0　　 0，，　 　 20．0　 　 22，7

H ．high ］evel ，　M ： middle 　level、　L ：low　levpl

児 が調和 して お り，育児に よ っ て 自分 自身が成長 して

き た こ とや ，育児が 生 きが い に な っ て い る こ とが 明確

に 意識 され て い た．また ，SCT の 各刺激項目に 対 し

て ，家族に対す る記述が 多く，夫を信頼 し，高 く評価

し て い る こ とが推察 された．

　 H 伝統的母 親型は，自分 の 人生 に 対 して は 肯定的 で

満足 して い る が ， 1型 と 比 較す る と，現 在 の 生活 や 将

来 に対す る主体性 はそれ ほ ど高くな い ．また ，自分の

人 生 に 対 す る 明確 な 意識 や 農望が乏 しい こ と が特徴的

で あ っ た．育児 に 対 して は
， 子供の気持ちを大切に す

る よ い 母親で あろ うとする姿勢が 4 タイプの 中で最 も

強 く，自己意識の 中に 占め る子供 の 存在の 大 きさが う

か が われ た．育児 に 対 して は ア ン ビ バ レ ン トな反応 も

多 い が ，こ の タ イ プの ア ン ビ バ レ ン トな感情 は
，

「大

1857 ）

変 だ け れ ど 楽 しい もの 」「夢 い っ ぱ い だが 悩 む こ と も

多い 」 な どの 反応 に 示 され て い る よ うに， f・育て に し

っ か りと 関与 し ， 積極的 に と り くん で い る こ とか ら体

験 さ れ て い た．こ れ は，In独立的母親型 の ，「f育 て

は 苫楽 に満ちて い るが生 きが い で は な い 」 と い う よ う

な，育児 へ の 関 与の 浅 さか ら くる気持ち の 揺 れ とは 異

な る もの で あ ろ う． H 伝統的母親型の 夫に 対す る意識

は肯定的 で あ るが，子供 の 父親あ る い は，い る こ と が

あ た りまえの 家族 員 と して とらえ て お り， 1 人の 人間

と して の 受け と め 方 は 見 ら れ な か っ た．

　皿独 ウ：的母親型は．上 記の 1 ・ll型 とは異な り，個

として の 生き方が前面 に出て い る こ とが特徴的 で あ っ

た．母親で あ る 自分は 「不思議 1 と い う反応が 象徴的

に 示 して い る よ うに ，母 親 と して の ア イデ ン テ ィ テ ィ
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表 8．　タ イ
．
ブ
．
唇ul二Y己iこ scT 　I＞（LL：c，T）牛芋徴

私の 人 生．． 「私 の 生 きが い 」 「t”供 を育て る こ 　　 i
’−VL，が い な か ・．．丿

と は 私 に と・
） て 亅　 た ら 1

’．
．私が

．
母 で あ る と

　た　　　　　　　　
い つ こ ．／二

1私 に と っ て 丸

は 1

1

総
含
型

’．
温 か な家旋 に

．
包

まれ ・1・：・せ を毎 目か

み 「，め て い る
．．

／

計 も 昌
二．も家 族 や

f〈人 に ．芝え ら れ て

い る 　 な ど，÷｝隔

感 を 感
1．二て い る 反

「心が 多 く，「夢 に

1
’
1　｝jbが ．三

．．
れ だ け 1丘

づ け る か 試 ．され で

い る ．な と
．』
，前lrrI

き
．
で 積極的 な 姿勢

が 特 徴 rl勺で あ る，

「今 の とこ ろ ゴ
・．
供 1

だ が．： こ れ か ら

何 か 探 L．て い く」

な ピ，　1
’・
育 て が す

べ て で は な い と い

う 気持 ちが 推：察 さ

れ る 反応 や 家族 を

思 い や る 反応 が 多

い ．反 1心 「勺容 ゴ）ほ

ヒ ん ビ は ∫
・
供や 家

族 ；．：関す る も
・11
．
）で
．

あ り， 1群 の 対象

名
Ll
よ吋

一’く て
．’ヒきカt

　の　　　　　　　　t．に　　　　　　ノ
L．．ドご 1］

・．
　 丶．L

勾 ．

自分自身の 成艮」　「今 の if1分 は あ り
「
フ
＝
ラ ス の 面 が 多　得な い ．1心 の 成

い ．、な ど育 児 を r．1　長 は な か ・『丿た．」な

分 自 身 を向 hさせ 　 ど育 児 に よ る 自分

て い け る もの と L 　 自身の 成 長 を うか

て と ら え て い る ．　 が わ せ る 反応が
．
多

ま た
「・

番ノく事な　い ．　 ・ノ∫，「い な

こ と ，

．．
生きが い ．t い な りの ノ

’
L 生 を 歩

「．
r襲し  

・．i　な ど
．
　it］”　む 二　な ど，

極的 な 姿 勢 で
．
育 児 　す・．t て で は な い と

に 臨 ん で い る．　 ．匠と1．わ れ る 反 「心 や
r．
カ・な り 丿く変．1　と 　1も・．丿と 1

「
1目iな・rl

”

い ’
っ た 否 定n勺な 反 　活が で き る 1な ど

；心 は 1名 の み で
．
あ 　1：♪親役割 を

．
3
イ1定’．

き
．

る．　　　　　　　 る よ うな 反「，じも．少

　　　　　　　　　数見ら れ た ．

メく1変 だ
．
1ナオし ど

：

襲　　li林 「’L．・．　と
1、．．・う

しい も a）．．　夢：し
．・　反：LL号シi

ほ ヒん．ピ
．．1二

・〕ば
．
い だ が 悩 む こ 　あ る．

．
そ
一
れ な り

と も多」
．．・．な ど 1　に 際三し く 暮ら

一a−1
群 に は あ ま ；

．
〕見 ら 　 な ｝この 反 応 は わ

r
ギ

れ な か一．・た ア ン ビ 　か で あ h ，」
t 供 の

バ レ ン トな 1氾述 が 　　存在の 」〈き さ が 推

多い ．1自分 自身　察 され る ．［
’
i分 i

．
i

の 成 長．と す る
．も　身の 成 長 べ，母 親役

の も見 ら れ た．　　 害ljを 吾定 す る よ う

　　　　　　　　　なlxl　［．U・は 全く貼ら

　 　 　 　 　 　 　 　 　れ な い ．

1
．
ミf  自勺に 二1芟き｝：」’

に な る よ う努 JJす

る 1
「．．
賁任 を も ち

た い ．．： な ど，母 と

して の 自分 を 積極

的 に 受 け 人 れ ，高

め て い こ う ヒ   ，

牽：せ な こ と ．1感

s”供が 　謝 した い ．」と 感 じ

．
で い る が，1今 だ

に f言じ ら れ な い ．
．．
イ｛思議 … と い う

反応 も少数兒 ら れ

た．

［［

伝

統
的
母

親

型

こ れ で 1．分・．．「平

卜Lで v・手［」．な ど現

状 に 満足
／
“て い る

 〔応 が ほ と ん どで

あ る，　また 「
．
家 族

の た め に 働 く こ

と 1
「
ゴ
．
供 の た め

に あ る ．な ど 自分

を犠牲 ｝．二  ．て い る

；：二 感 じ ら れ る 反 応

も 見 られ た．

1ゴ
・
供 の 成 長 1 と

L て い るが ，　玉群：

に 比 べ て 条後， 1

入 の 人間 と して の

’
ヒきが い を 見 つ け

て しlt．こ う と1惑 じ さ

せ
一
る も び）が 少 な

L・．　また if可．だ ろ

う ＝1ま だ L，Lつ か

弓

．
こい な い ．1考’

え た こ ヒが な い ．

な と▽ ）反応 も見ら

れ た．

　ゴ
．
供 に と・．冫 て 良

き 母 で あ る か ど う

か は わ か ら な い

カ‘，　が ん ：よ
1
る

．

　t
戸一
　f雲L，　ノこ　　亡♪　　；　．二　　よ　　冫ウ　丶

った と思 ’
ノ て も ら

え れ ば 1 な と
．
，　ゴ

・

供の
．
気持 を優 先

．
す

る ． （応 が 多い ．

1人 生 の 良 き バ

ー
ト ナ

ー．
一
」〈

切 な 仔（ti，
．
良

き 珥lrlT一者 ．
ゴ．
’し

の 芝吏 」 ヒL．
−
c

丿ζを 信 頼 し，高

く評 価 して い る

こ ヒが 推察 きれ

る ．

ト．广ト一一
丶ノ

噛冠」、
．
−

）
弓ギ番［

二

r、
」

　

　

「

．
［〔車吝早角

丶
ノ

t厂f
ρ
f

「　．
る

　

　

丿．
々

」
r 
一

ノ

2
し

レ．一蒐
溜
ヂ

る

父

，

　
）

壷．
口

しオ，
噛r巴隻ま

，
．

ド
r骨1

　一
・

マ、rレ　鹽一
rJ．！．」

「．．、
「

’

　

　
ナ

」．’
ψ
T

「厂な

方
■一≠h六

ヱ
」．ボ
．

娼

ノ　．ヒ
L

？へ」ま

ヒ！／
層
「」「、

ノな」
層
」

ロ’ひな
訊ワリ

．
しも广，

丘

冒
丿」イ

．
ヂデ）ノ〔

．．、丿
．
二

ー
、
丈

圏
旨な

る

」
r 
．

亡ゴ
VJ

達

−iゴ♪

「
レ’

．凵＾．．．’Lゴウ

←
レこレ

説一
ぜ
つ

、
こ

．
L

が 自己 に し っ か りと定着 し受容 され て い な い こ とが 推

察 され た，丸に 対 し．て も対
．
等で 。独 xlrlし た生活者 と し

て 意識 さ れ て い た ，

　 R未 熟型 は， 4 ．タ イ ブ の 中 で 否定的 な意味 合 い の 反

応が最 も多く見 ら れ ，不適応的 タ イプ
．
で ある と

．
考え ら

れ る．自分の 人．生 に対 して も不満や 漠：然感が 強 く，将

来展望 もか な り悲観的 で あ っ た．育児に 対 して も否定

的，消極的 で あ り，母
．
親 と して の 自分 を受容 で きて い

な い 反 「，じが 多く見ら れ た ．．k に対 L て も拒否r1勺で
’
あ っ

た り理解．し合え て い な い こ と が推 察された．

　こ の よ うに，各タ イ ブ の S（：T 反応の 内容 は，表 1

に 示 した 4 タ イブ の 定義 を 明確 に 裏づ け る もの で あ っ

た ．本研究 に よ ’
っ て 示唆 された よう に， ∫

・
供 を もつ す

べ て の 女性 が
．
母親 で ある こ とを受容 し，．

母親で あ る 自

分を 1
’
1己の 生 き方の 中に統合 して い るわ け で は な い ．

特 に N 未熟 型 は．母親 で ある こ とへ の ．不適格感や 母親

役割 を否定す る 傾 向 が 強 い こ と．同 時 に rl分 の 入生 に

対す る 不満や 不適応感，漠然 感 も高 い こ とが示唆 され
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表 8，　〔
t
丿
デゴき　、i

［私 の 人 生 1 「私 の 生きが い ．

「
1
’．
育 て は

．
苫楽 に

満 ち て い る が 生 き

がい で は ない 　な

ど．家 族 に 関 す る

記述 は 少 な い ．人

生 に 対す る 積概的

な 姿勢か 見 ら れ る

・ノ∫で ．1何 だ ろ

う」「．今 は な い 一

とい う漠 然 と L た

反応もあ る．

「∫
．
供を育 て る こ 　 「∫

・
供が い な か っ 　 「私が 骨 で あ る と　

一
私 に ．ヒっ て k

とは 私 に ヒ’，て 」 　 た ら 」　 　 　 　　 い う こ と」　 　 　 は ．

　　 1 ・ll群・に は 見 ら
皿

　　れ な い

一
私の もの 」

撫 ・ 坂 応がかな

r1．Li　り 多 い ．「ま だ ま

鎚だ こ れ か ら．1
．
充

型　実 L た 日 々 を送 っ

　　て い きた い 亅 と人

　　生 を 前向 きに 考
．
え

　　て は 」．・るが ，家 族

　 　 と と もに 歩 ん で い

　　う こ とす る 姿勢は

　 感 じ ろれ な い ．

「自分 自 身の 成 長 」

ヒ
r
ナ る も‘

「
） ヒ．

「義務の ・
つ 亅「時

々 苦痛 に な る 1 な

ど育 児 を
．
否定 的 ・

｝肖極的 に と ろ え る

もの に 分 か れ て い

る．　1 ・H 群 に 比

べ 1楽 し い ．1生
きが い 1 とい う反

応 は か な リ 少 な

く，育児 に 対
．
す る

穂極†生は 見 られ な

L．・．

「．
仕 事を して い た

とい う 反応 が 圧 倒

r］｛Jに 多」 1．　また

「、林しい か も しれ

な い が．楽 で よ か

っ た カ・も」 とい う

ア ン ビ バ レ ン トな

fl｛応 も 多 く，け 親

役害IIを受
・
容 し きれ

て い ない こ とが 推

察きれ る．

丶

「イく、匠忍，K ＿　と し1 う

記述が 最 も 多 く．

「あ まり思 っ て い

な い 」 「時 に 煩 わ

しい こ と もあ る な

ど 母親 と して の
．
肯

厂
良 き ノ ｛一一ト→

・

一
　 とす る 記 述

は わず か で あ η，
一
と もに 生 きる

．相手で あ っ て ほ

し い 1［共 r司生

定 的 感 情 は 少 な い ．活 名
』
」 「ふ つ う

よ い t：ftnで あ り た 　の ノ
丶」「同 志 で

い とい う 積極 性 は 　あ る 」 な ど 他群

見 ら れ な い ．

1淋 しい 一］el日が

退 屈 で つ ま ら な

い 　とい うtl　［，　Elも
見 ら れ る が、

．
遊

ん で い る か も．
一
もう少 L 自由 な

翁
：

動 力i で き た ．

と 思 う こ ヒが あ

る」 な ど け親役割

を否定す
．
る 反応が

1　　−　　［1　浮萋三　［　二　上．ヒ車文　@「
て多． （ 見 ら れ

． に」 ． ヒ ベて独・

： し た 生沽

と  て 意 識

てい る 側 面

見られ

，
．

E
熟 型 ’．どこ で ま ちが ty

l 何 だ
ろ
う 一 と い た の か 「 思

ど 　 う 反 応が 最 も多
お

りにな ゐ な い 」

い ．「 r ・ 供
の
成 艮 ． な ど 現状に 対

する 　 と す る 者 も 他群 に 不 満 が

じ弓 れる， 比 べて 僅か であ また 「 ．

の 无 ど う　る ． 現 町点 で 生き な る

．「これ
か
　
が いを見出せて

」， カ ：　・

き く 尹 ゴ、 」

ど 不 安で悲観的 な

応 も 目 疏 つ ． 田群
ヒ

i 様 ， f ・ 供 や

族 に
関
す る［IL 「

qは
ほ と ん ど なく．

自 分 ・ に 2 ・ f  

も ． ． 何 だ ろ

．「

か らな い」 な

漠

感が 特徴 的 であ る

ない こ とが 推

さ
れ
る． 「難

｢ 」 「 眞 荷 ．…

1試 練
」など育 児

対 し ． （ 「 否定的

消極的 で あり，

1 仕」｝ 劃　 として

ら え て いる 音 も見

ら れ る， 田 群

1司 様，「楽  い 1

生 ．
き
が い 1と

い

ll 応は少ない．

「 不 思 1 義 ． 亅 ［

と
ん

ビ 写ド 」 厂

ち 力 匸つ て い

一「 不 徳・ ； ）

｢ た す ヒ ころ」 な

t’他群 に 比べ て 母

窺 と L て の 自 分 を

受 容でき て い な い

反応が最も多い． 「 事 実 」「

生変

ら ない
」と

う事
実を述べているだ

广 （ ノ ） J 丈
i も 見

ら
1し

． 良き バ ー・

ナ ー一 　と

L・う fs4［ ．

が多い反面，いなく．
〔
「もよ

い 　 「 永遠 の 1
き な謎 一な

， 否

的な［勺容や Fll解 ．　P ． ，で1 え． 　r 〔し馬

ﾈ いこ と が 推察 される反応 も 見 ら れ た ， た ．また

m 独 ・： ll 的母親 型 は， 育 児 に対し て否 定 的 ，

極 的 であ り ，1 ： t 　 tg で あ るこ と にア ン ビ バ レン

な 感 情 が強く，葛 藤 状況 にあ る ことが 推察 さ れた ．

搓   型 は， 個とし て の 自 己と母親 と して の自 己が調和

統 合 さ れており． ． 1 タ イ プの中 で 最 も 成 熟 した ア

デン テ ィ ティを 達 成 し て い る と ξ え られ る ．以 L

よう に， 個と ての 自
己
と 母 親 と しての自 己 の統

の あ り 方 は ， 育 児期 に ある 女性 のア イデンテ ィ ティ

状態像を 示 す 重要な視，［．11 ： の 　一 つで あ る と思

われる ． 　これ ら4 タイ プの 女 性の 家 族と の 関 係

分析する と． 1 統合型が；kt を最も積 極的 ．肯

的に受 け と
め
てお り ， 家族に対 す る 積 極的な 関 与が

っかり とでき ている こ とが示唆さ れ
た
．H 伝 統 的 母親 型

， 家族 や 夫 に対す る意識は肖 』 定 的 で あ るが ，
1
型 に 比 べ て

体性 の 程度 は低い．m独、 ア 的母 親型は ， ．た と 対「

である こ
と
が 意 識 さ れて お り，

自 ltt ：性 が感
じ

ら
れる が

　 f・供 対す

姿
勢
は， 否 定 的 ， 消 極 r 白 な面が多 い ． ま たN表熟 型 は ，
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f分で ある こ とが 示唆 され た ．

　以 一ヒの 結果 を総合す る と
， 育児期の 女性の ア イ デ ン

テ ィ テ での 統合 に は，家族 との かかわ り方，特に 夫 と

の 関係が 重要な意味を も っ て い る こ とが 示唆 され た ．

しか しなが ら，本研究 に よ っ て 見出 され た 家庭 生活や

k との 関係に対す る認知 は，全体的 な意識 の 把握 に と

どまっ て お り，さ ら な る検討 の 余地を残 し て い る ．特

に，女性 の ア イ デ ン テ ィ テ ィ 様態は，夫婦 の 相 酬 乍用

の あ り 方 や 夫 自身 の ア イ デ ン テ ィ テ ィ 様態 と の 関連性

な ど，さまざまな角度か らさ ら に考察 して い く必 要が

あ ろ う，

　成人女性の ア イ デ ン テ ィ テ ィ 発達 に 関する 研究は ，

まだそ の 途に つ い た ば か りで あ り，検討 され る べ き数

多 くの 課題が残 され て い る ．は じめ に述べ た よう に，

女性 の ア イデ ン テ ィ テ ィ は，個の 確立 と同時に ，他者

との 関係性 に よ っ て 発達 し て い く側面 が 強 い ，ま た そ

の 特質は，各ラ イ フ ス テ
ー

ジ に お い て か な り異 な っ て

くる と思 わ れ る．そ の 意味に お い て も，家族関係 の 視

点か ら女性の ア イデ ン テ ィ テ ィ の 発達 ・変容を考察 し

て い く こ とは ，今後 の 重 要な課題 で あ る と考え られ る ．

　本研究で は ，個 と し て の ア イ デ ン テ ィ テ ィ 達成度と

母性意識 の 高さ に よ っ て ，育児期の 女性 の ア イ デ ン テ

ィ テ ィ 様態 に 関す る 4 タ イプ を設定 した．また，母性

理念得点の 高い 人は母親ア イ デ ン テ ィ テ ィ が よ く達成

され て い る と仮説的に とらえた．こ れ らの 方法論 的妥

当性の 検討，すなわ ち 4 タ イプ の 独 Ctl性や母性理 念と

母親ア イ デ ン テ ィ テ ィ の 関連性の検討もま た，今後に

残 され た 重要な課題 で あ る．

　4．要　　約

　本研究は ，個 と して の ア イ デ ン テ
・

テ で と母親 ア イ

デ ン テ ィ テ ィ の 統合 ・葛藤 とい う視 点 か ら，育児期 の

女性の ア イデ ン テ でテ ィ 様態 と家族関係の 関連性につ

い て 検討す る こ とを目的 と し た．

　3− 5 歳の 『
・
供 を もつ 147名 の 母親 を対象に 質問紙

調査を行 っ た．対象者は ア イ デ ン テ ィ テ ィ 尺度 （Ras−

Inussents
．
と母性理念 質問紙 （花沢

9
） の 得点 に も とつ

い て ， 1統合型，H 伝統的母親型，【ll独立的母親型，

n味 熟型 の 4 タ イ プに 分類さ れ た ，

　 主要 な結 果 は 以 下の とお りで ある．

　（1）　 1統合型 の 母親は，W 未熟型 の 母親よ りも家庭

生活に よ く満足 してお り，H 伝統 的母親型 の 母親 よ り

も夫か ら よ く理解
・受容 され て い る と認知 して い た．

　  　家族との か かわ り方や 家族の 認知の し方は ，4

タ イプ問で 著 し い 相違が 見 ら れ た ． 1 統合型が ，夫 を

最 も肯定的 に 受 け とめ て お り，家族 に対す る積極的関

写が最もよ くで きて い た．W 未熟型は，夫 ・チ供に対

して 拒 否的 で あ っ た り
， 積 極的関与が 不

．．f分で ある者

が最も多か っ た．

　 こ れ ら の 結果を総合して ，夫との 肯定的な関係や 家

族に対する積極的関与は ，個 と して の ア イデ ン テ ィ テ

ィ と母親と し て の ア イ デ ン テ ィ テ ィ の 統合 を 支 え る も

の で あ る こ と が示唆 された．
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